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リサイクル燃料備蓄センタ－の設備や工事に関わる認可後の取組みについてリサイクル燃料備蓄センタ－の設備や工事に関わる認可後の取組みについて

【事業開始までの流れ】
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【新規制基準対応等】
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※1　貯蔵建屋、金属キャスク、受入施設等
※2　貯蔵建屋、金属キャスク、受入施設等の材料・構造等

現 在

2020年11月取得 2022年1月～

　当社は、リサイクル燃料備蓄センタ－の設計及び工事の計画の変更認可（設工認）に関し、8月16日付で原子力規制委員
会から認可を受けました。2回に分けて申請した設工認審査が全て終了いたしました。安全対策工事の本格実施と併せ、放
射線管理、貯蔵管理、設備の運用方法などを定めた保安規定の変更認可など残りの手続きを進めて参ります。

【高台予備緊急時対策所設置工事】
　津波対策として、必要な機材保管等のために高台
に事務所、倉庫等を新設する工事です。

事業開始に向けた安全対策工事を進めております

【建設地（海抜約30ｍ）】

【たて起こし架台ほか津波対策工事】
　津波対策として、受入れ区域の金属キャスク架台
が漂流しないよう補強します。

【受入れ区域天井クレーン耐震補強工事】
　地震対策として、受入れ区域の天井クレーンが金属
キャスクに落下しないよう補強します。

架台取り外し前 架台取り外し後
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脱線防止金具（トロリストッパ）
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2021年8月20日 電源車に燃料を供給する軽油貯蔵タンク（地下式）など2021年2月26日第1回

2022年8月16日 使用済燃料貯蔵建屋、燃料を収納する金属キャスク、
燃料受入れ区域に設置している天井クレーン、金属キャ
スクを搬送する台車など

2021年11月12日第2回

事業変更許可
（基準地震動の追加）

設工認（第1回）
（詳細設計）

2021年8月取得

安全対策工事（第1回）
（使用前事業者検査含む）

設工認（第2回）

2022年8月取得

安全対策工事（第2回）
（使用前事業者検査含む）

建設階段保安規定
（運用方針）

2020年9月取得

建設段階保安規定
（施行中）

事業開始段階保安規定
（運用方針） ＜事業開始時期＞

「事業開始段階の保安規定の変更認可」の見通しが
得られた段階で、具体的な目標時期を見極める。

① ②

撮影方向

【軽油貯蔵タンク（地下式）設置工事】
　電源車（外部電源喪失時等に使用）に供給する燃料
を蓄える軽油貯蔵タンクを設置する工事です。
　津波対策として、高台に設置
します。



はてな

？
〇原子力発電所で使い終わった使用済燃料は、燃料の中にある放射性物質
　が、放射線を出しながら安定した物質（放射線を出さない物質）に変わっ
　ていきますが、この変化の際には、熱を放出します。
〇使用済燃料を安全に貯蔵するために、自然換気方式で熱を除去し、放射線
　の遮蔽を行うと共に、臨界にならない金属キャスクで貯蔵します。
〇貯蔵方式は湿式貯蔵と乾式貯蔵の２種類があり、どちらも安全に貯蔵す
　ることができます。当社は乾式貯蔵を行います。

【リサイクル燃料（使用済燃料）の貯蔵】 【除熱機能】

排気口

給気口

　貯蔵期間を通じ、使用済燃料から生じる熱は、金属
キャスク表面に伝わり、金属キャスク周囲の空気に伝え
られます。
　暖められた金属キャスク周囲の空気は、空気の自然対
流により排気口から外に移動します。
　自然対流による空冷のため、電源を必要とする冷却設
備は不要です。

Q.リサイクル燃料（使用済燃料）はどうやって冷却されるの？

　使用済燃料の貯蔵期間が経過して
いくと、発生する放射線や熱は、次第
に減少していきます。
　発電所のプールで10年以上冷却さ
れてから、金属キャスクに収納され、当
施設へ運ばれてきます。【出典】電力中央研究所　「使用済核燃料貯蔵の基礎」より
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いろいろなイベントに協賛、参加しています。
イベントに
ついては
こちらQRコード

むつ市のイベントに参加しております 第18回ＲＦＳ杯ママさんバレ－ボ－ル大会

参加チ－ム：むつクラブ、大平クラブ、リミテッド、TEAM RFS

　今年も、下北地域のチームが
集まり、当社主催のママさんバ
レーボール大会を開催しまし
た。積み重ねた練習の成果を
発揮し、熱戦が繰り広げられま
した。 優勝　むつクラブ

準優勝　大平クラブ 第3位　リミテッド

むつゲートウェイフェスティバル2022
パネル展示コーナー

花咲か大作戦２０２２秋の陣大畑商工会まつり

むつゲートウェイフェスティバル2022
輪投げコーナー

湿式貯蔵
（使用済燃料プール）

乾式貯蔵
（金属キャスク）

　湿式貯蔵では、使用済燃料プールで貯蔵
します。原子力発電所で使い終わってすぐ
の使用済燃料は、発熱量と放射線量が高
いため、水を循環させて除熱し、水とコンク
リートで放射線の遮蔽を行います。湿式貯
蔵は除熱性能に優れ、大容量の貯蔵に適し
ていますが、水を冷却するためのポンプや
その電源が必要です。

　乾式貯蔵では、使用済燃料プールで一定
期間冷却されたものを、金属キャスクに入
れて貯蔵します。除熱や放射線の遮蔽、臨
界防止や放射性物質の閉じ込めを金属
キャスクで行います。金属キャスクは、必要
な期間に比較的容易に製造することがで
きます。また、自然換気方式で冷却するた
め、水やポンプ、電源は必要ありません。

【出典】電気事業連合会「使用済燃料貯蔵対策の取り組み」

貯蔵建屋内の
温度は外気温
プラス10℃く
らいになるん
だって！

〇貯蔵建屋の除熱機能

表面温度監視
排気口温度監視

給気口温度監視

　金属キャスクの使用済燃料を収納している内部には、
熱伝達率のよいヘリウムガスを充填しています。
　また、熱を伝えやすい金属（銅）性の伝熱フィンで、使
用済燃料の熱を金属キャスク表面に伝導させています。
　金属キャスクの表面温度は、貯蔵期間が経過していく
と次第に低くなっていきます。

〇金属キャスクの除熱機能

水や電気がなくても、自
然の空気だけで冷やすこ
とができるんだね！

　施設の除熱機能が確保されていることを確認するため、金
属キャスクの「表面温度」、貯蔵建屋の「給気口温度」、「排
気口温度」を24時間常に監視し、異常があれば警報を発す
るように設計しています。

金属キャスクを上から
見た断面図


